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論 文 内 容 の 要 旨

フランスの HenriCartanは,1938年に,n≧3として,n個の複素数 xl,X2,- - ,Xn の空間において,

環状領域 4 1 = 〈x llp l< 1 x l】< , 1 )･E ( 仙 il< ,i)i･- ll

〟

42- 〈xIELxIJ< rl〉･〈x2Ip2< 】x2I< r2〉･H (x,.日xj】<r,･)j=3

2 n

_A3-H(xk=xkl<rk) ･〈x3lp｡< Ix3E<r3)･Hくxz=xzl<rz)
k-1 Z=4

3

を考える｡ Ai j - A_inAj と置き, A l･j において正則な函数 gij(x)が与えられていて, ∩4k において
k-1

g12(x)+g23(x)+g31(x)-0であるとすると,4kには正則な函数 hk(x)が

A23において g23(x)-h2(x)--h3(x)

A31 において g31(x)- h3(x)- hl(x)

A12 において g12(x)- hl(x)- h2(x)

となるように存在することを, 40-41∪_A2∪_A3が単葉である場合について証明した｡ しかし, その後 IA｡

が単葉でない場合, すなわち領域 』｡ が多葉である場合については, 全然研究されていなかった, という

よりは, これが多葉の場合に, 成 りたつか, または, 成りたたないか, については, まったくわかってい

なかった｡

申請者は, この主論文において, 上記の問題が, 多葉の場合にも成りたつかどうかを検討 し, 多葉であ

る場合には, この定理が成りたたないことを示す例題を構成 した｡ そして, それを, つぎの定理として,

まとめ上げた :

乃個の複素数 ∬1,∬2,･･--,∬〝 の空間において, 円筒領域
〟

A-1TtxiH x il<ri)
∫-1
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上に, 内分岐を持つ,y 枚の多菓域 A が与えられているとし, Aから A_ - の射影を 7E とするとき,m

個の環状領域
n タ‡

A_)･- H (x,･lpj<lxjL< r,･)･H 〈xiHxiL<ri), (iキj),j=1 i=1

を考えて,Aの部分領域 A 3 - 7｢ 1動 ･ について

Aij- AinAj,Aijk- AinAjnAk, (i,j,A- 1,2,･･････,m )

と置き, Aij において正則な函数 gij(P)が

P∈Aijkにおいて gij(P)十gjk(P)十gki(P)-0

を満足するならば, Ajで正則な函数 hj(P)が

P∈Aij において gij(P)- hl･(P)-h,I(P)

となるように定められる｡

1J手
この定理を利用して, Ao-UAk が多葉の場合には, 解かれていない問題を, 解決することを企てた｡

k-1

そして, この目的のために,n次元の多某域 A で正則な函数 7(P)を用いて作られた (n + 1) 次元空間

(x l,x2,･･･,Xn,y)の n次元の曲面

Z: y- 符(P),P∈A

を考えた｡ しかし, このままでは, E の特異性が複雑であるので, E として, E から 4 - の射影を 7Co

とするとき, E の n-1次元特異多様体 T が

lo. Tのほとんどすべての点が E の通常重複点であって, そこにおいて, Z は2つの異なる接平面

を持つ｡

20. 7C｡- 1 (7C｡(T )) は 7T｡(T ) 上の リ-1葉の内分岐を許す被覆面である｡

という2つの条件を満足するものを選ぶ｡ そうすると, この ど は 』 の内分岐のしかたに由来する特性

を失わない｡ そして, この多様領域 A を, この曲面 Z で表わすことができることを証明したO

さらに, この E の型を分類 して, 問題解決のための判定条件を求め, それを利用して

i) 』｡ が多葉であるとき, ここにおける Cousinの問題を解き, さらに,

ii) A｡ が単葉のときに樹立された岡潔の定理を, A｡ が多琴である場合にも, 成りたつことを示した｡

以上が, 主論文の内容である｡ さらに, 申請者は, 参考論文において, 主論文のための準備となる諸定

理を導き出し, 主論文に現われる概念が明確となるように用意 している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

多変数の函数の研究は, 函数の存在鶴城の研究が, 重要なものとなっているが, 単葉領域の場合には,

Cartan, 岡,Serre等によって, 研究が進められていた｡ しかし, 多菓領域となると, まだ, 初期時代の

域を出ない程度である｡

単葉領域の場合に解かれた問題が, 多葉領域の場合にも成立することを証明しようと企てた研究者も,

あったけれども, ことごとく失敗 している｡ それに, このような多莫領域の場合- の可能性に対する検討

すらなされていなかったので, 研究者は暗中模索 しているのが実情であった｡
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主論文で, 申請者は, このような拡張が可能なのであるか, どうかについて検討 し, 反例を構成して,

このような拡張が不可能であることを, 例示した｡ これによって, この方面の研究者は, 無駄な努力を避

けることができ, 多菓領域を対象とする場合には, 単葉の場合とは, 全然異なる方法を, 導入しなければ

ならないことを, 明らかにした｡ このような結論に到達することに役立った反例は, す ぐれた直観力と,

綿密な思考力と,卓越した解析力の結集である｡ ここに,申請者がす ぐれた解析学者であることがわかる｡

この反例を作ることに成功してからは, 申請者の研究は, 多菓領域と取り組んでいた｡ しかし, 一般の

場合を対象とすることは, 問題を複雑なものとするだけであるので, ｢内分岐を持つ場合｣ に限った｡ そ

して, 単葉領域について示されているものが, この内分岐を持つ領域の場合- 拡げることができるかどう

かを調べた｡

論文内容の要旨を述べたところで示したように, 曲面

Z : y - 符(P),P∈A

が, この主論文の主定理を樹立するための ｢鍵｣ となったものであるが, E の構造が複雑なものであるか

ら, これを非常に高い次元の空間- はめこむという手段が考えられたのであるが, 申請者は, その方法に

よらないで, n+1次元空間にはめこむことを考えた｡ そのために, 大きな困難に出会っているが, この

着想は, 高く評価されてもよい｡

申請者は, 困難を克服して, 新しい結論に到達したのであるから, その解析力を賞賛してよかろう｡ さ

らに, Eを検討して, 型に分け, この型を問題の解決の判定に用いた｡ これも高い評価を与えてよいも

のである｡

参考論文においても, 申請者の解析的方法における力量が, よく現われている｡ また, 着想も非凡であ

ることが, はっきりと示されている｡

以上のことから, 申請者大西英一は, 多変数解析函数の分野において, 重要な問題を解決し, この方面

の研究に大きな進歩をもたらせた｡ ゆえに, 本論文は理学博士 の学位論文 として価値があるものと認め

る｡
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